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緊急連絡先 
連 絡 先  

市区町村 

消 防 署  

警 察 署  

ガス会社 

電気会社 

電　　話 電　　話 連 絡 先  

水 道  

病 院  

家族・知人の連絡先 

氏　　名 電話（会社・学校） 住　　　所 メ　モ 

避難場所 

避 難 場 所  
家族が離れ離れにな
ったときの集合場所 

● 伝言の録音方法 
ガイダンスが流れます 被災地の方は自宅の電話番号を、被災地以外の方は被災地の電話番号を　　　（３０秒以内） 

市外局番からダイヤル １７１ （０００）０００‐００００ １ 

●災害用伝言ダイヤル「１７１」のかけ方 

　災害発生時（震度６弱以上の地震など）には、ＮＴＴの災害用伝

言ダイヤルサービスが稼働します。事前契約などは一切不要ですか

ら、家族や友人などが被災した場合の安否の確認や連絡などに活用

できます。１７１番へダイヤルすると、ガイダンスが流れますから、

それに従って伝言してください。 

伝言を入れる 

● 伝言の再生方法 
ガイダンスが流れます 被災地の方は自宅の電話番号を、被災地以外の方は被災地の電話番号を 

※災害用伝言ダイヤルサービスの開始はテレビ・ラジオなどで通知されます。 

市外局番からダイヤル １７１ （０００）０００‐００００ ２ 伝言を聞く 

● 
● 
大地震の際は携帯電話はまず使えないと考えたほうがよく、公衆電話を利用するのがよいでしょう。 
家族が離れ離れになったときに備えて、緊急時の連絡方法を家族全員でよく話し合っておきましょう。事前に遠隔地の親類や友人などの
連絡網を作っておき、連絡先の電話番号を防災カードなどにメモしておくとよいでしょう。 




